






















的な違いは，①事実の解明 （fact─finding または fact─gathering） の権限が当事者





Rules of Civil Procedure，以下「FRCP」という。）を検討した。
　米国連邦裁判所の民事訴訟手続きは，訴状の提出によって始まる（FRCP 
3）。訴状（写し）の送達は，原告がその責任において行う（FRCP 4 （c） （1））。
訴状を含む主張書面の交換をプリーディング（pleading）という。当事者双方
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3 ）　司法研修所編『アメリカにおける民事訴訟の運営』157頁（法曹会，1994）注（ 8 ）参照。
4 ）　ハザード＝タルッフォ・前掲注 1 ）113頁。
5 ）　Carl F. Goodman 教授に対するインタビュー（2015）。
6 ）　民事陪審の起源は，土地の所有占有関係を巡る紛争において，アサイズまたはアシーズ
（assize）と呼ばれる12人の近隣住民が集められて土地の権利関係の来歴を語ったことにある




























INTRODUCTION TO ENGLISH LAW, A.K.R. KIRALFY, ed., London, SWEET AND MAXWELL, 240─248 
（4th ed. 1970）.  そこには，土地の来歴は近隣住民がよく知るという考え方がある。
184　　創価ロージャーナル第10号
く異なることが分かる。両制度の最も本質的な相違は，裁判官が事実認定に
対して持つ権限と責任にあるといえる。
 以上
 （2016年12月16日）
